


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2　同書を 33 章に区分する慣例に従ってこれを示せば、第一部が第 1 章〜 24 章、第二部










プラトン哲学』東京大学出版会 1988 年 pp.228-9 第 1 章注（１）を参照。また『ソク
ラテスの弁明』が歴史的ソクラテスの思想を伝えていると主張する近年の研究として、
T.C.Brickhouse ＆ N.D. Smith 著 米澤茂・三嶋輝夫訳『裁かれたソクラテス』東海大
学出版会 1994 年（原著は 1989）の pp.4-14 及び、米澤茂著『ソクラテス研究序説』東
海大学出版会 2002（特に pp.16-19）を参照。
5　他の例として、19e1 の alêthes、33c9 の alêthê、34b5 の alêtheuonti、34e5 の alêthes、など。
6　他の例として、20d5 の alêthieia, 22b6 の talêthê,23d7 の talêthê、32a8 の alêthê、33b1
の alêthê、33c1 の alêthieia、34b5 の alêtheuonti、など。
7　他の例として、41a8 の alêthê、41c7 の alêthê、41c9 の alêthes、など。














15　この前提は、主として R.S ブラック著、内山勝利訳『プラトン入門』岩波文庫 1992 年
（原著は 1949）p91,p.94 に負うている。加来彰俊『ソクラテスはなぜ死んだのか』岩波
書店（2004）pp.10-14、納富信留『哲学者の誕生』ちくま新書（2005）pp.178-187、プ
ラトン著 朴一功・西尾浩二訳『エウテュプロン / ソクラテスの弁明 / クリトン』京都
大学出版会（2017）所収の朴氏の解説（p.206）の立場もこれに近いように思える。
